






















ものであるとしている（文献 D; Ω 5参照）。同様に，オーストラリアのコーンバーガー（Kornberger, 
M）は，現在社会は，「何事もブランドを指標にして動くブランド社会」と特徴づけ，「今日で
はブランドが人間同士の関係にとって代わるものとなっている」と論じている（文献 K2; Ω 10 参




















な考え方を系統的に提示したマグレッタ（Magretta, J.）の 2012 年の著，“Understanding Michael 














マグレッタの書でもこの点に言及されているが，しかし，後述のカンター（Kanter, R. M. ; 文献













































































































































































































































①「ユニークな価値の提示（a distinctive value proposition）」，
②「良く仕立てられた価値連鎖（a tailored value chain）」，
30 経済理論　374号　2013年12月
③「ライバル企業との決定的相違点（trade-offs different from rivals）」，



























































これに関連してポーター／マグレッタは，1980 年代～ 1990 年代に日本企業より始まった「高
品質・低コスト（低価格）」の経営方針について次のように論じている（M, pp.132-134）。これは，
換言すれば，「品質は無料（quality is free）」として知られたものであるが，ポーターはこれを，「半
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Characteristics of Porter’s Business Strategy Theory
Shoichi OHASHI, Hiroshi TAKEBAYASHI
Abstract
Michael Porter’s business strategy theory is highly diverse, and it is consequently not easy 
to understand its representative fundamental principles, as evidenced by the publication 
of the summarizing work by Magretta （2012）. This paper posits Porter’s approach to 
business strategy theory in a post-modern context.
